
日本地方財政学会 第 25 回大会 大会プログラム 

開催：和光大学 

５月２０日（土） 

9:00～10:00 日本地方財政学会理事会 

10:00～12:40 

【第１会場】 

１．日韓セッション 

「条件不利地域自治体支

援財政政策の日韓比較」 

【第２会場】 

２．共通論題 

「地方税」 

 

【第３会場】 

３．共通論題 

「地方債」 

 

 

12:40～13:40 日本地方財政学会理事会 

13:40～16:40 
シンポジウムⅠ 

「地方財政の四半世紀を問い直す」 

16:50～17:50 会員総会・佐藤賞授与式 

18:00～20:00 
【Ｅ棟コンベンションホール】 

懇親会 

 

５月２１日（日） 

9:20～12:00 

【第１会場】 

４．企画セッション 

「格差と再分配」 

 

 

【第２会場】 

５．共通論題 

「政府間財政」 

 

 

シンポジウムⅡ 

「地方環境税をめぐる現状と諸課題」 

12:00～13:00 日本地方財政学会理事会 

13:00～15:40 

【第１会場】 

６．企画セッション 

「都市公社の可能性」 

 

 

【第２会場】 

７．共通論題 

「地方行政」 

 

 

【第３会場】 

８．共通論題 

「社会資本」 

 

 

【第４会場】 

９．自由論題 

 

 

 

 

プログラム委員会 

 委員長：江川雅司（明治学院大学）  

 青木宗明（神奈川大学） 栗林隆（千葉商科大学） 清水雅貴（和光大学） 

 関口智（立教大学） 高端正幸（埼玉大学） 花井清人（成城大学） 

 半谷俊彦（和光大学） 星野泉（明治大学） 野村容康（獨協大学） 

 

大会実行委員会 

 委員長：半谷俊彦（和光大学） 事務局長：稲田圭祐（和光大学）  

 清水雅貴（和光大学） 其田茂樹（地方自治総合研究所） 田中聡一郎（関東学院大学） 

 塚本正文（大東文化大学） 星野菜穂子（和光大学） 八木原大（東洋大学非常勤講師） 

 

※ 各会場の教室割当については当日配布資料をご参照下さい。  



１日目 ５月２０日（土）１０：００～１２：４０ 

【第１会場】 

１．日韓セッション「条件不利地域自治体支援財政政策の日韓比較」 座長：森裕之(立命館大学) 

論題 氏名 所属 討論者 

韓国の首都圏における地域内格差：診断と政策方

向 
KIM Eunkyung 京畿研究院 

沼尾波子（東洋大学） 
韓国の電源地域のための支援政策と課題：忠南の

石炭火力発電所立地地域を事例に 
LEE Minjoung 忠南研究院 

日本における条件不利地域自治体支援策と自治体

財政 
平岡和久 立命館大学 

【第２会場】 

２．共通論題「地方税」 座長：栗林隆（千葉商科大学） 

論題 氏名 所属 討論者 

個人住民税と年金課税 青柳龍司 流通科学大学 野村容康（獨協大学） 

ふるさと納税の規定要因～インターネット調査に

よる個票データを用いた計量分析～ 

西村慶友 

石村知子 

大阪大学大学院国際公共政策研

究科※／株式会社サイネックス 

日本公共政策研究機構 

橋本恭之（関西大学） 

2011 年の米国ミシガン州企業課税改革～課税ベー

スをめぐる議論を中心に～ 
松井克明 立教大学大学院※ 

小泉和重（熊本県立大

学） 

【第３会場】 

３．共通論題「地方債」 座長：町田俊彦（専修大学） 

論題 氏名 所属 討論者 

地方自治体の将来負担と効率性に関する実証分析 鷲見英司 新潟大学 
石川達哉（ニッセイ基礎

研究所） 

地方財政運営と公債管理－バブル経済崩壊以降の

自治体財政の分析を中心として－ 
大東辰起 

大阪市役所／大阪産業大学大学

院※ 
川瀬憲子（静岡大学） 

中国地方債表面利率の決定要因 卿瑞 東京大学大学院※ 石田三成（琉球大学） 

 

※は大学院生 

＜各報告：報告時間２０分、討論者１０分、リプライ及び質疑応答１０分＞ 

  



１日目 ５月２０日（土）１３：４０～１６：４０ 

 

シンポジウムⅠ「地方財政の四半世紀を問い直す」 

 

 基調講演 宮本憲一 （滋賀大学・大阪市立大学名誉教授）  

 林健久 （東京大学名誉教授）  

 

 コーディネーター 星野菜穂子（和光大学）   

 パネリスト 伊集守直（横浜国立大学）    

 林宏昭（関西大学）   

 堀場勇夫（総務省地方財政審議会）   

 諸富徹（京都大学大学院）   

    

 

  



２日目 ５月２１日（日）９：２０～１２：００ 

【第１会場】 

４．企画セッション「格差と再分配」 座長：横山彰（中央大学） 

論題 氏名 所属 討論者 

格差と再分配をめぐる幾つかの論点～国際サーベイと

日本へのインプリケーション～ 

熊倉誠和 

小嶋大造 

財務総合政策研究所 

京都大学 
林正義（東京大学大学院） 

生涯ベースでみた家計の受益・負担～『全国消費実態

調査』個票を用いた実証分析～ 

小嶋大造 

小玉高大 

京都大学 

財務総合政策研究所 
諸富徹（京都大学大学院） 

家計の消費支出と消費税負担～『全国消費実態調査』

個票を用いた実証分析～ 
明村聖加 財務総合政策研究所 齊藤由里恵（椙山女学園大学） 

非正規雇用の現状と正規雇用への転換要因 ～『ワー

キングパーソン調査』個票を用いた実証分析～ 
高橋勇介 京都大学 鎌田繁則（名城大学） 

【第２会場】 

５．共通論題「政府間財政」 座長： 佐々木伯朗（東北大学大学院） 

論題 氏名 所属 討論者 

直轄事業負担金に対する国庫支出金・地方交付税 河野惟隆 元筑波大学教授 池上岳彦（立教大学） 

三位一体改革における一般財源化が地方自治体の歳出

行動に与える影響 
鈴木崇文 東京大学大学院※ 吉田素教（大阪府立大学） 

 

シンポジウムⅡ「地方環境税をめぐる現状と諸課題」 

 

 コーディネーター 清水雅貴（和光大学）   

 パネリスト 青木宗明（神奈川大学）   

 金子林太郎（敬愛大学）   

 川勝健志（京都府立大学）   

 佐藤一光（内閣府）   

 其田茂樹（地方自治総合研究所）   

    

 

※は大学院生 

＜各報告：報告時間２０分、討論者１０分、リプライ及び質疑応答１０分＞ 

 

  



２日目 ５月２１日（日）１３：００～１５：４０ 

【第１会場】 

６．企画セッション「都市公社の可能性」 座長：鶴田廣巳（関西大学） 

論題 氏名 所属 討論者 

欧州電力市場の自由化におけるドイツシュタットベル

ケの事業戦略 

ラウパッハ・ス

ミヤ・ヨーク 
立命館大学 

平嶋彰英（立教大学） 

 

持田信樹（東京大学） 

シュタットベルケによるエネルギー事業の再公有化 中山琢夫 京都大学大学院 

日本における都市公社(シュタットベルケ)の可能性 諸富徹 京都大学大学院 

【第２会場】 

７．共通論題「地方行政」 座長：望月正光（関東学院大学）  

論題 氏名 所属 討論者 

Does the Employment of Fewer Caseworkers Lead to the 

Rationing of Caseloads? Evidence from Public 

Assistance in Japan 

林正義 東京大学大学院 中澤克佳（東洋大学） 

地域間介護給付水準の収束仮説の検証～保険者別デー

タによる地域差変遷の把握～ 
松岡佑和 武蔵野大学 山下耕治（福岡大学） 

地方公務員の賃金構造～学歴、経験年数、雇用形態に

着目した実証分析～ 

米岡秀眞 

 

愛知工業大学 

 
川崎一泰（東洋大学） 

PFI 型 ESCO 事業における財政・環境効果と複数事業化

について～埼玉県熊谷地方庁舎ほかエコオフィス化改

修事業を事例に～ 

大島誠 横浜市立大学 河合伸治（広島修道大学） 

【第３会場】 

８．共通論題「社会資本」 座長：関野満夫（中央大学） 

論題 氏名 所属 討論者 

都市インフラの管理状況データベースの整備状況～政

令市に対する調査を中心に～ 
吉弘憲介 桃山学院大学 只友景士（龍谷大学） 

社会資本整備総合交付金が地方自治体の社会資本整備

行動に与える影響 

小川顕正 

赤井伸郎 

大阪大学大学院※ 

大阪大学大学院 
中里透（上智大学） 

最適な自治体の公共交通財源のあり方とは～フランス

交通負担金制度（Versement Transport）からの含意～ 
南聡一郎 京都大学大学院 青木宗明（神奈川大学） 

 

※は大学院生 

＜各報告：報告時間２０分、討論者１０分、リプライ及び質疑応答１０分＞ 

 

 

  



２日目 ５月２１日（日）１３：００～１５：４０ 

【第４会場】 

９．自由論題 座長： 関口智（立教大学） 

論題 氏名 所属 討論者 

地方財政論の共同体主義による再規定 森裕之 立命館大学 井手英策（慶應義塾大学） 

大都市における都市問題と自治体行財政の広域的対応 片山和希 名古屋経済大学大学院 木村佳弘（桃山学院大学） 

再生可能エネルギー政策における都道府県の役割～長

野県と大分県を事例として～ 
八木信一 九州大学大学院 藤田香（近畿大学） 

原子力被災地域における復興行財政の実態と課題～双

葉郡川内村を中心に～ 
藤原遥 一橋大学大学院※ 宮入興一（愛知大学） 

 

※は大学院生 

＜各報告：報告時間２０分、討論者１０分、リプライ及び質疑応答１０分＞ 

 

 

 


